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目的： 臨床現場における体温・循環の調節に関連した看護用具の活用実態について明らかにし、その
活用事例にもとづいた看護技術教育のあり方を検討する。
方法： 医学中央雑誌WEB版（Ver.5）を用いて全身の保温・解熱とその管理を目的とした看護技術に
言及している20文献の検討と、臨床現場の看護師を対象に体温・循環の調節に関する看護用具
の活用状況のインタビュー調査を実施した。
結果： 近年では電気毛布やアイスノン®のようなCMC製品など、電子化・製品化された看護用具の使
用が増えており、水銀や熱湯を用いる看護用具は廃止傾向にあった。また、冷罨法用具は関節
の炎症部位や点滴漏れによる静脈炎の緩和に用いるなど、各診療科の患者の症状を反映した目
的で効果的に活用されていた。
考察： 電子化・製品化された看護用具は簡便で衛生的かつ持続性があるなどの理由で普及しているが、
多様化する患者への適性を判断するアセスメント能力の育成や患者の状況にあわせた使用方
法、留意点の明確化が必要であることが示唆された。
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はじめに
　患者の生命活動を維持するために体温・循環の調
節は欠かせない。体熱は血流とともに移動して全身
の細胞活性に役立っており、生命維持に直結する（深
井ら；2015a）。看護において体温・循環動態の把握
のためには体温計や血圧計が、また体温・循環調節
の援助としては主に掛け寝具や罨法用具が用いられ
ており、看護基礎教育課程の主要なテキストに必ず
掲載されている（香春ら；2014，志自岐ら；2016，
三上ら；2015）。これらは看護師の判断に基づいて
実施できる援助技術であり、体温・循環調節に関す
る適確な知識と技術の習得が必要とされるものであ
る。
　近年は医療技術の進歩・患者のニーズの多様化に
伴い、看護師が臨床で使用する看護用具も時代とと
もに変化しているが、基礎看護技術のテキストの掲
載内容に関して大幅な改定はされていない。
　臨床現場での活用状況をみると、体温・循環動態
の測定にはアネロイド型血圧計や電子血圧計、各種
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予測式電子体温計が用いられている。保温時や発熱
時には電気毛布やアイスノン®などのCMC（カルボ
キシメチルロースの略：以下，CMC）製品といっ
た一般商品化された用具が用いられることが多く、
熱湯や氷を用いた看護用具を見る機会は少ない。
　しかしながら、基礎看護技術の教育で主に用いら
れている５社のテキスト（志自岐ら；2016，三上ら；
2015，深井ら；2015a，深井ら；2015b，茂野ら
2015，任ら；2014，香春ら；2014）をみると、体温
計・血圧計の種類として水銀を用いたものを紹介し
ている３社のうち２社のテキスト（志自岐ら；
2016，深井ら；2015b）で血圧測定の手順に水銀血
圧計が用いられていた。また、CMC製品は近年の
傾向として紹介されてはいるが、５社すべてのテキ
ストで冷罨法では氷枕や氷嚢を、温罨法では湯たん
ぽの使用手順を基本技術として掲載していた。電子
血圧計や電気毛布の取り扱いについて掲載している
のは１社のみ（三上ら；2015）であり、応用編とし
て簡略化された内容で掲載されていた。
　このように、体温・循環調節の援助に関する看護
用具について、看護基礎教育と臨床現場との乖離が
見られるとする報告（村上ら；2001）は以前からあ
り、臨床現場の動向に対応した教授内容を検討する
必要があるといえる。
　厚生労働省は2007年「看護師教育の技術項目と卒
業時の到達度」において、バイタルサイン測定や、
体温調節のための罨法、快適な病床環境の提供に関
する技術の到達度を「レベルⅠ」と位置付け、学生
が単独で実施できるレベルとした。しかし、臨床現
場で求められる技術の実態は明確にされていない。
　社会のニーズの多様化に伴い、看護基礎教育にお
いて習得すべき看護技術は増加する一方である。医
療機器や看護用具も日々進化しており、臨床現場の
動向に合わせた技術教育が必要であるが、現在、看
護用具の使用頻度と活用事例の実態については把握
されていない。看護基礎教育と臨床現場との乖離は
新卒看護師の職場適応を困難にする要因にもなりう
る（大久保ら；2008）。
　そこで本研究では、患者の体温・循環の調節の目
的で使用される看護用具の臨床における使用状況の
実態を明らかにし、伝統的に行われてきた看護技術
教育の教授内容の洗練に役立てたい。看護用具の活
用に関する実践報告の調査や看護師からの聞き取り
調査を行うことで、近年の臨床現場で活用性の高い
看護用具や特定の領域で用いられる看護用具につい
てその使用目的や方法、留意点等を具体的に把握し、
臨床現場の活用事例に基づいた技術教育のあり方を
検討したいと考えた。
用語の操作上の定義
　本研究における体温・循環の調節とは、「身体の
保温や冷却のための看護用具を用いて患者の循環動
態に作用させる看護技術のこと、また体温・循環動
態を把握するために体温計・血圧計による（非観血
的）測定を行い、体温・血圧を管理すること。」と
定義して用いる。
目的
　文献検討と臨床現場の看護師を対象としたインタ
ビュー調査により、臨床現場における体温・循環の
調節に関連した看護用具の活用実態について明らか
にし、その活用事例にもとづいた技術教育のあり方
を検討する。
方法
１．文献検討
⑴文献の選定
　医学中央雑誌WEB版（Ver.5）をデータベースと
して2016年７月25日までに掲載されている文献を検
索した。キーワードは「体温・循環調節」では検索
しにくいため、「看護用具」や、体温・循環調節に
用いる看護用具各種と技術名を用いた検索を行っ
た。「看護用具」に「罨法」「バイタルサイン」「血圧」
「体温」「循環」を組み合わせ、47件が検索された。
看護用具各種または技術名としては「温罨法」「湯
たんぽ」「ホットパック」「電気毛布」「温湿布」「冷
罨法」「氷枕」「氷嚢」「氷頸」「アイスノン」「寝床
温度」「布団＆温度」で検索した結果、380件が検索
された。次に、「看護文献・抄録あり・原著論文・
会議録を除く・収載誌発行年の制限なし」として絞
込みを行い、重複文献を除くと357件が検索された。
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さらに、文献タイトルと抄録の内容から看護用具が
不明のもの、温湯を用いた清潔ケアがテーマのもの、
動物を実験対象としているものを除外すると156件
となった。再度抄録内容を吟味し、局所への保温・
冷却効果を目的としたものやリスク管理、レビュー
文献等を除外すると35件であった。このうち、①全
身の保温・解熱とその管理を目的とした技術に言及
していること、②全国規模の看護系学会誌・学術雑
誌または看護系大学紀要に掲載された研究論文であ
ることを条件として精選し、20件を分析対象とした。
⑵分析方法
　文献ごとに研究目的、対象者、研究方法と結果、
用いられた看護用具を抽出し、体温・循環調節技術
の目的別に対象者や診療科の特徴と使用されている
看護用具が把握できるよう分類した。
２．看護師へのインタビューによる調査
⑴対象者の選定方法
　研究者の所属する研究会においてネットワークサ
ンプリング法により研究協力を依頼した。各看護領
域や診療科の特徴を把握するため、異なる病院・診
療科に勤務していること、さらに日常業務において
看護用具の活用に精通していることを考慮し、臨床
経験３年以上の看護師とした。本研究の概要につい
ては口頭と文書により説明し、署名による研究参加
への同意が得られた10名を対象とした。
⑵調査方法
　インタビューガイドを用いた半構造化面接とし
た。インタビューガイドは臨床経験年数、勤務して
いる病棟の診療科等の基本属性と、体温・循環調節
に用いる看護用具と使用目的、方法、使用上の工夫
や留意点、看護基礎教育に対する意見等で構成した。
面接は神奈川県立保健福祉大学内にプライバシーを
守れる面談室を設け、対象者の希望日時に合わせ60
分以内とした。
⑶分析方法
　面接内容を逐語録として言語データ化した後、意
味内容を損なわないように切片化したデータを①看
護用具の種類、②使用目的、③使用方法と工夫・留
意点等が明確になるよう整理・分類した。分析作業
は、看護教育に10年以上携わり、看護技術教育に関
する研究の経験が豊富な大学教員の助言を得て検討
し、信頼性と妥当性を高めた。
３．倫理的配慮
　本研究への参加は任意であり、辞退が可能である
こと、協力を拒否しても不利益を被らないことを説
明した。また、データは個人が特定できないように
匿名で取扱うこと、研究目的以外にデータを使用し
ないこと、学会や学術誌への発表の可能性と公表後
にすべてのデータを消去・破棄することを口頭及び
文書を用いて説明し、同意を得た。本研究は、神奈
川県立保健福祉大学倫理審査委員会で承認を受けて
実施した（保大第25-13）。
結果
１．文献に見る体温・循環調節の看護技術に関する
研究の動向
⑴体温・循環調節の看護用具に焦点をあてた文献の
概要（表１）
　対象文献20件の内訳は、「全身の保温を目的とし
たのもの」が10件と最も多く、次いで「解熱、身体
の冷却効果の検証を目的としたもの」が８件、「体
温測定用具の有効性に焦点をあてたもの」が２件で
あった。「全身の保温を目的とした研究」では、「ゴ
ム製湯たんぽ」「プラスチック製湯たんぽ」「金属製
湯たんぽ」「電気あんか」「電気毛布」「毛布、スプレッ
ド等の寝具類」等、テキストに掲載されている各種
用具が研究用具として用いられていた。このうち「電
気毛布」を使用した研究が６件と最も多く、６件す
べての文献においてその有効性や快適性が述べられ
ていた。
　「解熱、身体の冷却効果の検証を目的とした研究」
では「氷枕」「氷嚢」「CMC製品」「看護用マット」「独
自作製した冷罨法用具」などが用いられていた。「氷
嚢」を用いた研究は３件であったが、ポリマーやグ
リセリン等を用いて独自作製した冷罨法用具の効果
の検証に関する研究が３件あり、氷嚢と同様の用い
方をしていた。研究方法は、頭部や鼠径部、腋窩部
等の身体各部を冷却した場合の効果の検証が最も多
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表１　体温・循環調節の看護用具に焦点をあてた文献の概要
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く（６件）、「氷嚢」を鼠径部に用いた場合に最も冷
却効果がみられていた（３件）。その他、「看護用マッ
ト」と体温の経時的変化の観察（１件）、独自作製
した冷罨法用具の経時的変化の観察（１件）であっ
た。
　体温・循環の管理に関する用具は「耳（鼓膜）式
体温計」の有効性を検証したもの（２件）のみであっ
た。
⑵体温・循環調節に関する研究に用いられた看護用
具の変遷
　「湯たんぽ」や「電気あんか」等を用いた保温効
果の検証は1990年からみられ、1990年代に３件、
2000年代には2010年までに２件あった。「湯たんぽ」
は「電気あんか」より皮膚血流量や皮膚温が上昇す
るなど保温効果が示されていた。「電気毛布」を使
用した６件の研究のうち、５件は2000年以降に報告
されており、「湯たんぽ」と比較して皮膚血流量、
皮膚温などで「電気毛布」の有効性が示されていた。
　「解熱、身体の冷却効果の検証を目的とした研究」
は1995年からみられ、特に「氷嚢」や「独自作製し
た冷罨法用具」の研究が主流であった。「氷枕」や
「CMC製品」を用いた研究は2005年以降に散見され
たが解熱効果は「氷枕」を後頭部に用いるより「氷
嚢」を体幹部に用いる方が有効とされていた。
　体温測定用具に焦点を当てた研究は2002年までに
２件あり、いずれも「耳（鼓膜）式体温計」は内耳
温が外的要因に影響を受けやすいことが指摘されて
いたが、それ以降の報告はみられなかった。血圧計
に関する研究はなかった。
⑶対象者・診療科の特徴と研究に用いられた看護用
具
　対象文献のうち、研究の対象者や診療科の特徴が
みられるものは18件であった。このうち、周手術期
にある患者を対象としたものは５件と最も多く、
ICU入室患者２件、小児・新生児２件、発熱患者２
件、健康成人を対象とした実験研究は７件であった。
周手術期にある患者を対象とした５件のうち４件は
「電気毛布」の保温効果を検証していた。また、小児・
新生児に焦点をあてた２件も温罨法の保温効果につ
いて検証していた。発熱患者を対象とした２件は「氷
枕」「氷嚢」を用いて解熱に効果的な身体の冷却部
位を検証していた。健康成人を対象とした実験研究
は温罨法用具を用いたもの３件、冷罨法用具を用い
たもの３件であったが、2005年以降は見られなかっ
た。
２．インタビュー結果
⑴対象者の背景
　対象者は女性８名、男性２名であった。現在勤務
している病棟の診療科は心臓・循環器系病棟、呼吸
器系病棟、整形外科病棟、小児科病棟、精神科病棟、
救命・集中治療系病棟が各１名、混合病棟が４名で
あった。
　臨床経験年数は平均6.0年で最少3.4年、最大11.5
年であった。
⑵インタビュー結果にみる体温・循環調節の看護用
具の使用頻度と使用目的（表２）
　対象者へのインタビュー結果から得られた体温・
循環の調節に関する看護用具を「体温・循環動態の
測定用具」「寝床環境用具」「冷罨法用具」「温罨法
用具」の４つに分類した。各看護用具は使用頻度ご
とに「使用頻度が高いもの」「時々使用するもの」「ご
くまれに使用するもの」として整理し、対象者がこ
れらをどのような判断で使い分けているのかその使
用目的を示した。
　体温・循環動態の測定用具である電子体温計と電
子血圧計は、測定の速さと簡便性から対象者全員が
日常的に使用していた。しかし、内科系混合病棟に
勤務するA氏は「終末期で脈拍が微弱な患者は電子
血圧計でエラー表示が出るため適宜アネロイド血圧
計で測定する。」と述べていた。また、小児科病棟
に勤務するB氏は「腋窩での体温計の保持が難しい
児は耳式体温計を用いる。」と述べ、状況に応じた
測定用具の選択をしていた。
　また、寝床環境用具では、敷き寝具であるマトレ
スやシーツ類は褥瘡予防や排泄物による汚染防止な
どを目的としてまずは機能性から選択されており、
二次障害の予防が重視されていた。寒さの訴えが
あった場合の保温目的としては布団を追加したりタ
オルケットで調整するなど掛物による調節が第一選
択として行われており、上シーツにくるんだ毛布や
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表２　体温・循環調節の看護用具の使用頻度と使用目的
スプレッドを使用している病院はなかった。
　冷罨法用具はアイスノン®各種と氷枕が解熱目的
で日常的に使用されていた。アイスノン®には手軽
なサイズのものもあり、鼠径部や腋窩部にも使用さ
れていた。また、内科系混合病棟に勤務するC氏は
「特に抗がん剤の点滴漏れによる静脈炎の緩和に氷
嚢を用いる。」とし、さらに整形外科病棟に勤務す
るD氏は「関節炎や骨折部位などの局所を氷嚢で
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クーリングする。」など、氷嚢は炎症部位の症状の
緩和目的で用いられていることが分かった。
　温罨法用具は心臓・循環器系病棟や整形外科病棟
など、術後患者のいる病棟で全身の保温効果が高い
ことから電気毛布が頻繁に用いられていた。その他、
腹痛の緩和や患者からの希望があった場合には適宜
加熱したタオルやポリプロピレン等を含有した市販
のゲル状温熱用パックを使用していた。湯たんぽは
自宅で日常的に使用している患者からの希望があっ
た場合のみの使用とされていた。
⑶使用していない看護用具とその理由
　水銀を用いた体温計や血圧計は経済産業省（2013）
の通達により2021年以降の新規導入が禁止された背
景から破棄処分が進んでいるが、看護学生の教育用
に用いているという回答があった。上シーツやスプ
レッドを用いた掛け寝具、氷頸、金属製湯たんぽは
病棟にないという理由で使用されていなかった。湯
たんぽは自宅で使用している患者からの強い希望が
あった場合のみ使用し、それ以外は熱傷事故の予防
のため使用されていなかった。
⑷体温・循環調節の看護用具の使用時の工夫点・留
意点（表３）
　看護用具を使用するにあたって工夫している点や
留意点として述べられた内容を各看護用具ごとに整
理した。
　体温・循環動態の測定用具のうち電子体温計は感
染予防のため患者ごとに専用で用いられていた。ま
た電子血圧計はボタン一つで自動で測定されるた
め、使用前に患者の状況のアセスメントが必要とさ
れていた。血液内科系混合病棟に勤務するE氏は「マ
ンシェット幅が患者に合っているか、内出血の恐れ
がないかなどを事前に確認しないと自動加圧は危
険。」と述べており、自動測定によるデメリットも
考慮していることが分かった。
　寝床環境用具には褥瘡予防や汚染予防などの機能
性を備えたものが多くあるため、患者の状態によっ
て使い分けられており、保温が必要な場合は適宜掛
け寝具として布団を追加して対応していた。
　冷罨法用具は頭部、腋窩、膝窩、腰部等の様々な
部位にアイスノン®が用いられており、使用後にア
ルコール綿で消毒して繰り返し使用されていた。ま
た、整形外科病棟では留め具３本で頑丈に水漏れを
防止した氷枕を使い、大腿部や足部等の炎症部位を
包み込むようにあてるなど、その大きさや柔軟さを
生かして頭部以外の部位にも用いられていた。
　温罨法用具では電気毛布を用いる際は低温設定と
し頻回に温度設定を確認したり、皮膚に直接触れな
いように布団の上から用いるなど低温熱傷予防の工
夫がなされていた。また、急激な体温上昇や脱水症
状の有無を観察し、体温が安定したら早期に取り除
くよう徹底されていた。発語がない患者や皮膚の脆
弱な患者、小児科や精神科の患者には温罨法そのも
のを実施していなかった。
⑸看護基礎教育に対する意見
　看護基礎教育に対する自由意見としては「熱湯を
用いた温罨法が廃止され学生が学んできたことが実
習で体験できない」「身体のどこを冷やすと効果的
なのか解剖学的根拠を教えてほしい」「包布が入れ
られない学生が多い。ベッドメーキングの演習を見
直して欲しい」など教育内容の見直しに対する要望
があった。
考察
１．文献検討とインタビュー調査の結果にみる体温・
循環調節の看護用具の活用状況について
⑴電子化・製品化された看護用具の普及
　文献検討とインタビュー調査の結果、近年は患者
の保温の目的で「電気毛布」が主流になっているこ
とが分かった。特に術後の低体温には全身を保温す
る効果が高いことから好んで用いられている（三木
ら；2007）。熱湯を用いた湯たんぽのように湯漏れ
の心配がないため安全性は高くかつ電源と温度調節
目盛の操作のみで簡単に広範囲を保温でき、取り扱
いは簡便である。同様に体温・循環動態の測定用具
である電子体温計や電子血圧計もその簡便性や測定
の早さからほぼ日常的に使用されており、電子化さ
れた看護用具の導入が増えてきていると言える。
　冷罨法用具では特にアイスノン®が頭部、腋窩、
鼠径部、腰部など身体各部に用いられたり、暑さ対
策として用いられている。圧迫に強く繰り返し使用
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できることから、氷水を入れて作成する従来の冷罨
法用具に比べその手軽さや丈夫さが好まれていると
考えられる。
⑵使用頻度や使用目的からみた看護用具の活用の特
徴
　臨床現場では患者から寒さの訴えがあった場合、
まずは布団を追加し掛物による寝床温度の調節が優
先的に行われている。電気毛布が普及する以前は湯
たんぽによる保温の持続性や即効性も示されており
（長谷部ら；1999，工藤ら；1997）、現在でも患者か
らの希望で湯たんぽを使用するなど生活習慣の一つ
としてケアに取り入れるケースもみられている。ま
た、市販の温熱用パックや加熱したタオルで作成し
表３　体温・循環調節の看護用具の使用上の工夫・留意点
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た温湿布を点滴刺入部の保温や腹痛緩和に用いるな
ど、部分的な保温には熱湯を用いずに身近なものを
使う工夫がみられている。
　冷罨法用具ではアイスノン®が主流となったが、
発熱時や局部の炎症の緩和目的に氷嚢が使われてい
る。氷嚢による身体の冷却効果の検証や身体各部に
密着できる柔軟性のある用具の開発が多いことから
も、効果的に目的部位を冷却するための方法に着目
されており、従来の冷罨法の方法より適用部位に固
定しやすいことが重要とされていると考えられる。
⑶感染予防や二次障害予防にもとづいた活用方法
　毎日使用する電子体温計は患者ごとに専用で用い
たり、アイスノン®は使用前後に必ずアルコール綿
で消毒するなど、頻回に使用する用具については感
染予防の視点にもとづいて活用されていた。また、
罨法用具は専用カバーの使用や徹底した温度設定管
理など、温熱刺激による二次障害の予防が重視され
ているものと考えられる。
２．看護基礎教育における課題
　先に述べたように、近年の臨床現場では電子化・
製品化された看護用具が普及し、効果の持続性や取
り扱いの簡便性、衛生面などが重視されていると言
える。また安全性の確保が最優先とされ、危険を伴っ
たり二次障害のリスクのある看護用具ははじめから
使用されていない。一方で、自宅で日常的に使用し
ているという患者の強い希望で湯たんぽを用いるこ
ともあり、在宅療養における患者の生活スタイルに
合わせた技術の提供も必要とされている。医療の進
歩に伴い患者の生活の様相は多様化しており、基礎
看護技術とすべき内容と応用看護技術として教授す
る内容の洗練を行う必要があると言える。同時に、
電子化・製品化された看護用具はその取扱いの簡便
性や効能が評価されている一方で、患者に適してい
るか事前のアセスメント力が必要とされている。意
識レベルや体温調節機能、皮膚の状態などの様々な
情報をどのようにアセスメントしていくべきか、ア
セスメント事例を具体的に示していくことも課題で
ある。
　また今回の調査結果では、本来は発熱時の解熱の
目的で教授されてきた氷枕や氷嚢を身体各部の炎症
部位に固定したり静脈炎の緩和目的で用いるなど、
解熱目的以外で効果的に活用されている実態も分
かった。患者の急性症状の緩和に温冷刺激を活用す
る際は医師や理学療法士等、他職種との相談や連携
が必要とされる。吉本ら（2004）や朝倉ら（2006）
は看護用具の活用や開発には組織内での情報収集や
他職種との協働が影響していることを指摘してい
る。看護用具の効果的な活用にあたり他職種の専門
性を活かした情報交換と連携に関する教育の強化も
必要であると考える。
３．今後の展望
　今後は本研究で得られた結果をもとに調査票を作
成し、全国1000施設を対象とした調査研究を行う予
定である。臨床現場で活用性の高い看護用具や特定
の領域で用いられる看護用具について把握し、実際
の活用事例を具体的に示した教育教材の作製に役立
てたい。
　また、各看護用具の使用状況と他職種との連携に
ついても考察することで、看護技術の発展のために
必要な環境や取り組みについて示唆を得たいと考え
ている。
結論
　臨床現場における体温・循環の調節に関連した看
護用具の活用実態について明らかにし、その活用事
例にもとづいた技術教育のあり方を検討するため、
文献検討と臨床現場の看護師を対象としたインタ
ビュー調査を実施した。
　その結果、近年では電気毛布やアイスノン®のよ
うなCMC製品など電子化・製品化された看護用具
の使用が増えており、水銀や熱湯を用いる看護用具
は廃止傾向にあった。また、冷罨法用具は関節の炎
症部位や点滴漏れによる静脈炎の緩和に用いるな
ど、各診療科の患者の症状を反映し発熱時の解熱以
外の目的で効果的に活用されていた。
　電子化・製品化された看護用具は簡便かつ衛生的、
持続性があるなどの理由で普及しているが、同時に
その適性を判断するアセスメント能力の育成や患者
の状況にあわせた使用方法、留意点の明確化が必要
であることが示唆された。
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